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第１２号 － 発行 大山町農業委員会 －   

農業委員会だより 

令和３年７月発行 大山町 

Ｐ２ ・・・ 農業委員・農地利用最適化推進委員 担当地区 

Ｐ３ ・・・ 農作業標準労働賃金協定表 

Ｐ４ ,５・・ 大山町で活躍する担い手を紹介 

Ｐ６ ・・・ 利用意向調査、有害鳥獣対策 

Ｐ７ ・・・ 農業相談日、農地の賃借料情報 

Ｐ８ ・・・ 農業者年金、編集後記 写真は「大山町で活躍する担い手を紹介」

に登場するエムグリーン株式会社の皆さ

んです。平成２７年２月に新規就農した

持田功一さんが、今年１月に法人を立ち

上げました。
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令和３年度 農作業標準労働賃金協定表
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大山町で活躍
する

担い手を紹介
します！

　今回は、町内で活躍する担い手の皆さんを紹介するため、農業委員

会だより編集委員会委員がインタビューに出かけました。大規模ブロッ

コリー農家の原遼太さん一家、新規就農で羽田井に梨園を営む西廼潤

一さん、新規就農から今年１月に法人を立ち上げられたエムグリーン

株式会社をご紹介します。

　今回、編集委員として春作業で忙しくしていらっしゃる皆さんに取材

させていただき、皆さんの輝く笑顔と農業にかける熱い思いを聞くこと

が出来ました。

原　遼太さん

（下大山）

〇経営規模

芝50a、初夏ブロッコリー3.5ha、秋冬ブロッ

コリー8.0ha、スイカ50a

〇就農のきっかけ

“何か仕事としてやっていけることを地元で

したい。”と祖父に相談し、農業の手伝い

から始めて、２年前親元就農事業を利用し

て就農しました。

〇やりがい

農業に関する知識が増えていることや作物の品質が上がっていることを年々実感することにやりがいを感じてい

ます。

〇現在、困っていること

圃場が足りないこと。規模拡大において作業効率を良くするため、圃場の集約化に取り組みたいです。

〇将来の夢・目標

祖父から経営移譲（今年予定）を受け、規模拡大（25ha）で法人化を目指したいです。

スイカ、ブロッコリーをメインにいろいろな品目を育成精査し、しっかりとした収入を確保しつつ、無理のない

農業経営をしていきたいです。

左から２番目が原遼太さん

4



西廼 潤一さん

（下市・新規就農で

　　羽田井の梨農家）

エムグリーン　株式会社

代表取締役　持田 功一さん

（美野留・今年１月に農業法人設立）

〇経営規模

梨 52a（新甘泉 25a、王秋 17a、なつひ

め3a、あたご 3a、秋栄 2a、秋甘泉 2a）

〇就農のきっかけ

農業をやりながらサーフィンをしたいと思い

大山町に移住し、大山選果場のアルバイト

をきっかけに、梨の品種の多さや新甘泉の甘さに驚き、梨を作りたいと思い就農しました。（株）勇辰農園で

研修させてもらい今に至ります。

〇やりがい

年間を通して梨栽培、防除、圃場管理など大変ですが、やりがいは収穫、出荷で良い梨が消費者に届くことです。

〇将来の夢・目標

梨の知識と技術を向上させ、面積拡大を行い、梨農家として夫婦で頑張っていきたいです。また、販路拡大、

梨等の加工・販売を行う６次産業など、新たな取り組みにも挑戦していきたいと考えています。

〇経営規模

ブロッコリー20ha、キャベツ15ha、スイートコーン4ha、にんにく10a、芝 2ha

〇就農のきっかけ

親に勧められ、農業に興味を持ち、30 歳から農業を始めました。鳥取県農業農村担い手育成機構のアグリ

スタート研修で１年間研修を行い、平成 27 年 2月に就農しました。そこから営農規模や雇用を増やし、今年

１月に法人を立ち上げました。

〇現在、困っていること

現在、若手の従業員４人で働いていますが、農繁期（収穫期）の人手は不足している状態です。人材確保が

課題です。

〇将来の夢・目標

農業は難しく毎年が勉強ですが、さらに規模を拡大し、従業員に“ここで働いて良かったな”と思ってもらえ

るような会社にしていきたいです。
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利用意向調査を実施します

有害鳥獣対策について

　農地パトロールの結果、再生利用可能な遊休農地

と判断された農地の所有者の方へ、8月頃に農業委

員・農地利用最適化推進委員が訪問して、今後の利

用計画をお伺いします。農地の貸付希望の有無や、

中間管理事業活用のご案内等をさせていただきます。

• 現　状

　毎年、農作物被害報告が多く寄せられ、特にイノシシについては、

水稲を中心にサツマイモや、その他の野菜に被害を及ぼしていま

す。また近年沿岸集落周辺での目撃情報が急増し捕獲依頼があり

ますが、集落周辺の捕獲は難しく、対応に苦慮しているのが現状

です。

　イノシシの捕獲頭数は毎年度増加しており、H25 年度に 267 頭でしたが、R2年度

は 701頭となり、7年の間に 2.6 倍となっています。

　ニホンジカについても捕獲頭数が増加しており、H25年度に 4頭でしたが、R2年度

は 53頭となり、7年の間に 13倍と大幅に増加しています。

　カラス、ヌートリアといったその他獣種についても、猟友会に捕獲許可を交付し、捕

獲活動に従事していただいています。

• 助成事業

　電気柵、ワイヤーメッシュ柵、防鳥ネットといった侵入防止対策に対し、購入費用の

一部を助成しています。事業費上限 10万円（消費税を除く。）の 1/4 を助成しています。

　国の支援制度もあります。侵入防止柵設置に対し、直営施工には定額補助、請負施工

には事業総額の 1/2 以内等の支援です。支援制度利用には受益戸数が３戸以上必要等

の要件があります。

　侵入防止対策をお考えの方は支援内容や制度要件についてご相談ください。

詳しくは、役場中山支所・農林水産課（TEL 0858-58-6116）までお問い合わせください。



【田の部】

地区 平均額 最高額 最低額 データ数 備考（使用貸借）

大山地区 ５，２００円 ８，０００円 ２，０００円 １７３筆 ２４０筆

名和地区 ７，６００円 １２，６００円 ３，８００円 １１０筆 １３１筆

中山地区 ７，７００円 １３，０００円 ２，５００円 １９０筆 ２２６筆

大山町全体 ６，８００円 ４７３筆 ５９７筆

【畑の部】

地区 平均額 最高額 最低額 データ数 備考（使用貸借）

大山地区 ３，４００円 ５，１００円 １，６００円 ４０筆 １３６筆

名和地区 ７，３００円 １２，７００円 ２，５００円 ２９４筆 ３１６筆

中山地区 ５，７００円 １０，６００円 ２，２００円 １７４筆 ２０５筆

大山町全体 ６，４００円 ５０８筆 ６５７筆

※賃借料（平均額・最高額・最低額）の金額は、１０a当たりの年額です。

※備考欄の掲載内容：令和２年１月から１２月までに締結（公告）された使用貸借（無償）です。

中山地区
役場中山支所　農業委員相談室

名和地区
名和公民館　第２会議室

大山地区
役場大山支所　小会議室

農業相談日のご案内

　農地の貸し借りや転用、農地に関する困りごとなど、お気軽にご相談ください。

　相談は無料で秘密は堅く守られます。

　時間　午後１時３０分～３時００分

相談日 相談委員

９月６日（月） 山下・中川

１０月５日（火） 江原・德永

１２月６日（月） 高見・岸本

１月５日（水） 奥田・渡邉

３月７日（月） 尾古・髙口

相談日 相談委員

８月１６日（月） 髙虫・米澤

１０月１５日（金） 日野・金本

１１月１５日（月） 小谷・荒松

１月１７日（月） 前田・佐伯

２月１５日（火） 米澤・鳥橋

相談日 相談委員

８月２５日（水） 藤本・川上

９月２７日（月） 石原・青木

１１月２５日（木） 遠藤・谷上

１２月２７日（月） 岡田・小原

２月２５日（金） 矢田・野口

３月２５日（金） 藤本・川上

7

農地の賃借料情報

　令和２年１月から１２月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準は、以下

のとおりとなっています。　



農業者年金

①年間60日以上農業に従事する

②国民年金の第1号被保険者

（保険料納付免除者を除く）で、

③20歳以上60歳未満の方

・農地を持っていない農業者、配偶者や後継

者などの家族従事者も加入できます。

・脱退も自由です。脱退一時金は支給されま

せんが、加入期間にかかわらず、それまでに

支払った保険料は、将来受給する年金の原

資となります。

泫農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金

　（付加保険料月額400円）への加入も必要となります。

農業経営者
自営業との兼業農家

農業従事者
農家のパートさん

農地の権利名義を
持たない畜産農業者

農地の権利名義を持たない
施設園芸等農業者など

配偶者 後継者とその配偶者

農業者の方なら広く加入できます

保険料控除など税制面での

優遇があり、節税になります。
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